
家庭学習の手引き（低学年）
か て い が く し ゆ う て び て い が く ね ん

１ おうちで べんきょうするのは、なぜ？

２ おうちでのべんきょうって、どんなふうにするの？

３ どのようにべんきょうすればいいのかしら？

４ どんなふうにやくだつのかなぁ？

５ どのくらいべんきょうすればよいのかしら？

① じぶんから すすんで べんきょうしていく ちからを みにつける ためだよ。

② がっこうでの べんきょうが、もっと よくわかるようになる ためだよ。

③ じぶんのことは、じぶんで できるようにする ちからをつける ためだよ。

① じぶんから すすんで、きまったじかんに べんきょうを はじめよう。

② がっこうで ならったことを、しっかりと おぼえよう。

③ じぶんで きめたことは、きちんと まもろう。

先生がだした しゅくだい
せ んせ い

＋

５分かんの ふくしゅう
ふん

＋

１分かんの よしゅう から はじめよう。
ぷん

ふくしゅうと よしゅうは、

きょうかしょを よくよむこと

から はじめよう。

先生が わたしてくれた メニューひょうも、
せ ん せい

さんこうに なるわよ。

① がっこうで ならったことを ふりかえることで ちからが つきます。

② これからならうことを しらべておくと じゅぎょうに やくだちます。

③ おうちでのべんきょうを つづけていくと、しゅうちゅうりょくが みにつきます。

じぶんのことを じぶんで きめると、じしんも ついてきますよ。

１年生は２０分くらい、２年生は３０分くらい、
ねんせい ぷん ねんせい ぷん

しゅくだい、ふくしゅうとよしゅう

＋

じぶんできめたべんきょう

をするとよいですね。

ふくしゅうも よしゅうも、きょうかしょを

よくよむことが たいせつです。

こえを だしながら よむと、とっても

よいですね。
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６ どんなことをべんきょうすればいいんだろう？
★ 教科書・ドリルの問題をそのまま写して解いたり、練習したりする。

きょうかしょ もんだい うつ と れんしゅう

★★ 習ったことを使って、くり返し練習する。
なら つか かえ れんしゅう

★★★ 自分なりに考えたことをまとめたり、調べたりする。
じ ぶ ん かんが しら

【こくご】
＜★＞

＜★★＞

＜★★★＞

【さんすう】
＜★＞

＜★★＞

＜★★★＞

【そのほかのきょうか】
・ おうちで そだてている、やさいを かんさつしてみよう。

・ みぢかなところに いる、花や虫などを かんさつしてみよう。
はな むし

・ ならったえいごを、声に だして いってみよう。
こえ

・ おうちの おてつだいを すすんでやろう。

・ すきだなと おもえることを、たくさん しらべてみよう。

まずは、☆のメニューをやってみよう。

なれてきたら、☆☆や☆☆☆にもチャレンジ！

・ きょうかしょを こえにだして よむ。先生が たいせつだと いったところを、
せんせい

もういちどノートに かきうつしてみる。
・ ならったひらがなや かんじをつかったことばを かんがえる。

たとえば、「わ」をならったら、「わなげ」「わたあめ」など。

「山」をならったら、「山のぼり」「火山」など。
やま やま か ざ ん

・ きょうかしょの ことばを つかって、みじかい文を つくってみる。
ぶん

たとえば、「川」をつかって、「ぼくは川でつりをする。」
かわ かわ

・ テストで まちがえたところを、もういちど やりなおしてみる。

よくわからないことばは、おうちの人に きいたり、じぶんで しらべたりしてみる。

・ おもしろそうだなと おもった本を たくさん よんでみよう。よんだあとに、
ほん

かんそうや あらすじを かいてみる。

・ その日のできごとを、５つくらいの文でかいてみる。
ひ ぶん

・ じゅぎょうで ならった、きょうかしょの もんだいを といてみる。

・ じゅぎょうの まとめを、ノートに もう一ど かいてみる。

・ つぎにならう きょうかしょの もんだいを といてみる。わからなかったり、まちがえた

りしたら、おうちのひとに きいたり、つぎの日に先生に きいたりするとよいよ。
ひ せんせい

・ テストで まちがえたところを、なんども やりなおしてみる。

・ 百マスけいさんをして、おうちの人に まるつけを してもらう。
ひゃく ひと

・ けいさんもんだいの、すうじを かえて、じぶんで もんだいを つくってみる。

・ じゅぎょうで たいせつだと おもったところを じぶんなりに ノートに まとめなおす。
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★

☆☆
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★★★
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